
 

 

環境に関する市民アンケート調査（案） 
 

 

̶ アンケート調査へのご協力のお願い ̶ 

 
 

日頃から市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

府中市では、平成２６年に「第2次府中市環境基本計画」を策定し、環境に関するさまざ

まな取組を行っています。令和４年には、計画を策定してから９年目となる計画の最終年

度を迎えます。その間、気候変動による台風や集中豪雨等、自然災害による脅威が高まる

など、市を取り巻く環境や社会情勢が大きく変化したことを踏まえ、環境施策のさらなる

強化を図るため、新計画を策定することにいたしました。新計画策定にあたり、市が現時

点で考えている府中市の環境施策の方針についてご意見を伺い、新計画に反映させたいと

考えております。 

本調査の実施にあたり、住民基本台帳に記載された市内在住の方から 1,500 人を無作

為に選ばせていただきました。回答は無記名でお答えいただき、回答内容につきましては

すべて統計的に処理しますので、個人が特定されることはありません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

令和３年●月 府中市 生活環境部 環境政策課 

 

 

 

 

 

■回答・返送にあたってのお願い■ 

 

● 回答は、アンケートをお送りしたお名前のご本人がお答えください。 

● 回答に迷う場合は、あなたのお考えにできるだけ近いものをお選びください。 

● アンケートは、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、ポストへ投函ください。 
 

回答の期限 ●月●日（●）まで 

【お問い合わせ先】 

府中市 生活環境部 環境政策課 

電話：０４２－３３５－４１９６（直通） 

FAX：０４２－３６１－００７８ 

時間：月～金（祝日を除く）午前 8時３０分～午後５時 

 

資料４－１ 
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調査票の記入方法について 

● 回答は、あてはまる番号や記号に○をつけていただく形式となっています。その際、あて
はまるもの「１つに」など、○の数を指定しています。指定数よりも○の数が多かった場

合、集計上無効となってしまいますので、お気をつけください。 
● 一部、回答を回答欄に記入していただく設問もあります。 

 

あなた自身について、お答えください。 

問１． あなたの性別をお答えください。 

① 男   ② 女   ③ 無回答 

問２． あなたの年齢は、次のどれにあてはまりますか。あてはまるもの１つに○をつけ

てください。 

① 10代  ② 20代  ③ 30代  ④ 40代 

⑤ 50代  ⑥ 60代  ⑦ 70才以上 
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新計画の基本体系（案） 

 

  

府中市が環境分野において目指す方針として5つの基本方針と、施策の方向性を以下のように

考えています。 

体系（案）を見て、各設問に対してご意見を回答して下さい。 

基本方針 5 
協働・連携のための環境が整ったまちを目指します 
（環境パートナーシップ・連携・協働） 

・自立分散型社会の形成・地域資源の活用 
・事業者・大学との連携による新たな取組みの創出 
・環境保全活動センターを活用したネットワーク構築 
・環境教育・環境イベント等の推進 
・情報発信の充実                         等 

基本方針 1 
人と自然が調和し豊かなめぐみが得られるまちを 
目指します※ 
（自然環境） 

・水辺の保全と活用 
・緑の保全と活用 
・身近な自然の維持 
・生物多様性の理解促進 
・特定外来生物等への対応                   等 

基本方針 2 
脱炭素型のまちを目指します 
（地球温暖化・気候変動への対応） 

・省エネルギーの推進 
・水素エネルギーの普及促進 
・再生可能エネルギー導入促進 
・環境に配慮したまちづくり（都市・建物・交通） 
・気候変動への対応                        等 

基本方針 4 
安全・安心・快適に暮らせる文化的なまちを 
目指します 
（生活環境・歴史・文化） 

・大気環境の保全 
・水環境の保全 
・土壌の環境保全や他の公害対策 
・化学物質等の適正管理 
・快適できれいなまちづくり（まちの環境美化） 
・歴史的・文化的環境の保全                  等 

基本方針 3 
循環型社会の形成・循環型のまちを目指します 
（資源循環・廃棄物）

・ごみの排出量の削減 
・再利用の促進 
・再資源化の促進 
・脱プラスチックの推進 
・ごみの適正処理の推進                     等 

※基本方針 1 の文言は他案もあり 
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問３． 次期環境基本計画の基本方針（案）について、どのように考えますか。次の①～

⑤のそれぞれについて、最もあてはまるものに○をつけてください（○は 1 つ

ずつ）。 

 問題ない 修正が必要 

① 「人と自然が調和し豊かなめぐみが得られるまちを目指します」 1 2 

② 「脱炭素型のまちを目指します」 1 2 

③ 「循環型社会の形成・循環型のまちを目指します。」 1 2 

④ 「安全・安心・快適に暮らせる文化的なまちを目指します」 1 2 

⑤ 「協働・連携のための環境が整ったまちを目指します」 1 2 

 
 
 
 
 

問４． 問 3 の各方針①～⑤において「修正が必要」と答えた方にお伺いします。どの

ような理由で修正が必要だと考えますか。「修正が必要」と答えた各方針の番号

（①～⑤）と理由をこちらに記入してください。（自由記述） 

 

 

問５． 問 3 の①～⑤以外で、基本方針として掲げるべき視点や、ご意見がございまし

たら、こちらに記入してください。（自由記述） 

 

  

 問３で、２「修正が必要」と回答した方は、問4へ 
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基本方針1の市の施策についてお伺いします。 

問６． 府中市の緑や水辺の環境、生きものの多さや多様性を保全していくため、市は次

の施策を進めるべきだと思いますか。次の①～⑤のそれぞれについて、最もあて

はまるものに○をつけてください（○は 1つずつ）。 

 
優先して取
り組むべき 

他の施策を優
先してから取
り組むべき 

特に取り組む
必要はない 

① 水辺の保全と活用 1 2 3 

② 緑の保全と活用 1 2 3 

③ 身近な自然の維持 1 2 3 

④ 生物多様性の理解促進 1 2 3 

⑤ 特定外来生物等への対応 1 2 3 

 

問７． 問 6 の①～⑤について、市民として率先して取り組める対策があればお答えく

ださい。（対策はいくつでも）。 

①～⑤から選択して 

数字を記入 

市民として率先して取り組める対策 

（自由記述） 

記入例 ① 
多摩川・用水路・湧水などの水辺環境や水質の調査、用水路の整備に協

力する 

記入例 ① 
多摩川清掃市民運動など、水辺の清掃活動に参加し、水辺環境の保全に

協力する 

 
 

 
 

 
 

 

問８． 問 6 の①～⑤以外で、市が特に力を入れるべきだと思う施策はありますか。あ

るようでしたら、こちらに記入してください。（自由記述） 
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基本方針2の市の施策についてお伺いします。 

問９． 世界や国、東京都として2050年に脱炭素社会を実現する目標がたてられてい

ます。脱炭素社会の実現に向けて、市は次の施策を進めるべきだと思いますか。

次の①～⑤のそれぞれについて、最もあてはまるものに○をつけてください（○

は 1つずつ）。 

 
優先して取
り組むべき 

他の施策を優
先してから取
り組むべき 

特に取り組む
必要はない 

① 省エネルギーの推進 1 2 3 

② 水素エネルギーの普及促進 1 2 3 

③ 再生可能エネルギー導入促進 1 2 3 

④ 環境に配慮したまちづくり（都市・建物・交通） 1 2 3 

⑤ 気候変動への対応 1 2 3 

 

問１０． 問 9 の①～⑤について、市民として率先して取り組める対策があればお答えく

ださい。（対策はいくつでも）。 

①～⑤から選択して 

数字を記入 

市民として率先して取り組める対策 

（自由記述） 

記入例 ① 省エネナビ等の活用により取組効果を見える化する 

記入例 ④ 住宅を新築またはリフォームする際に、断熱機能を取り入れる 

 
 

 
 

 
 

 

問１１． 問 9 の①～⑤以外で、市が特に力を入れるべきだと思う施策はありますか。あ

るようでしたら、こちらに記入してください。（自由記述） 
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基本方針3の市の施策についてお伺いします。 

問１２． 資源循環のためには、ごみ排出量の削減、資源の再利用等が求められます。循環

型社会の形成に向けて、市は次の施策を進めるべきだと思いますか。次の①～⑤

のそれぞれについて、最もあてはまるものに○をつけてください（○は 1 つず

つ）。 

 
優先して取
り組むべき 

他の施策を優
先してから取
り組むべき 

特に取り組む
必要はない 

① ごみの排出量の削減 1 2 3 

② 再利用の促進 1 2 3 

③ 再資源化の促進 1 2 3 

④ 脱プラスチックの推進 1 2 3 

⑤ ごみの適正処理の推進 1 2 3 

 

問１３． 問 12 の①～⑤について、市民として率先して取り組める対策があればお答え

ください。（対策はいくつでも）。 

①～⑤から選択して 

数字を記入 

市民として率先して取り組める対策 

（自由記述） 

記入例 ① 買い物の前に冷蔵庫の中身を確認し、食品を買いすぎないようにする 

記入例 ② 商品購入の際には、リサイクル製品を可能な範囲で選択する 

 
 

 
 

 
 

 

問１４． 問12の①～⑤以外で、市が特に力を入れるべきだと思う施策はありますか。あ

るようでしたら、こちらに記入してください。（自由記述） 
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基本方針4の市の施策についてお伺いします。 

問１５． 安全・安心・快適に暮らせる文化的なまちを形成するため、市は次の施策を進め

るべきだと思いますか。次の①～⑥のそれぞれについて、最もあてはまるものに

○をつけてください（○は 1つずつ）。 

 
優先して取
り組むべき 

他の施策を優
先してから取
り組むべき 

特に取り組む
必要はない 

① 大気環境の保全 1 2 3 

② 水環境の保全 1 2 3 

③ 土壌の環境保全や他の公害対策 1 2 3 

④ 化学物質等の適正管理 1 2 3 

⑤ 快適できれいなまちづくり（まちの環境美化） 1 2 3 

⑥ 歴史的・文化的環境の保全 1 2 3 

 

問１６． 問 15 の①～⑥について、市民として率先して取り組める対策があればお答え

ください。（対策はいくつでも）。 

①～⑥から選択して 

数字を記入 

市民として率先して取り組める対策 

（自由記述） 

記入例 ② 環境負荷の少ない洗剤を使用する。お風呂の残り湯を洗濯に使う。 

記入例 ⑤ 
低騒音型の家電製品の購入など、日頃から生活騒音に関して近隣への工

夫と配慮をする 

 
 

 
 

 
 

 

問１７． 問15の①～⑥以外で、市が特に力を入れるべきだと思う施策はありますか。あ

るようでしたら、こちらに記入してください。（自由記述） 
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基本方針5の市の施策についてお伺いします。 

問１８． 協働・連携のための環境が整ったまちを形成するため、市は次の施策を進めるべ

きだと思いますか。次の①～⑤のそれぞれについて、最もあてはまるものに○を

つけてください（○は 1つずつ）。 

 
優先して取
り組むべき 

他の施策を優
先してから取
り組むべき 

特に取り組む
必要はない 

① 自立分散型社会の形成・地域資源の活用 1 2 3 

② 
事業者・大学との連携による新たな取組みの創
出 1 2 3 

③ 
環境保全活動センターを活用したネットワー
ク構築 1 2 3 

④ 環境教育・環境イベント等の推進 1 2 3 

⑤ 情報発信の充実 1 2 3 

 

問１９． 問 18 の①～⑤について、市民として率先して取り組める対策があればお答え

ください。（対策はいくつでも）。 

①～⑤から選択して 

数字を記入 

市民として率先して取り組める対策 

（自由記述） 

記入例 ② 市内事業者の環境への取組に関心を持つ 

記入例 ④ 
自然観察会や府中水辺の学校に子どもと共に参加し、自然環境への理解

を深める 

 
 

 
 

 
 

 

問２０． 問18の①～⑤以外で、市が特に力を入れるべきだと思う施策はありますか。あ

るようでしたら、こちらに記入してください。（自由記述） 
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「望ましい環境像」についてお伺いします。 
 

 
 

問２１． 次期計画においても環境像を定めます。今後府中市が目指すべき環境像で、あな

たの理想に最も近いものはどれですか。以下の環境像案の設定理由を参考にし

て、あなたの考えに特に近いものに✓をつけてください（✓はいくつでも）。 

環境像案① 

「地域から地球へみんなで創る持続可能なまち 府中」 

：世界規模での脱炭素社会の実現に向けた取組を、基礎自治体の府中市から何ができるかを考え、

行動していくことが重要だと考えます。ひとりひとりの行動が地域の環境を変え、地球の環境を

守ることにつながる意識を持つことが重要と考えます。 

一方で、市民、事業者、行政が地域一体となった取組が、環境課題の解決を促進することから、

「みんなで」というキーワードも大切です。また、府中市は大規模事業者や大学が立地し、環境

に関する知の集積があることから、連携を深め、その強みを生かしていきます。 

また、SDGsの基本的な理念である「誰ひとり取り残さない」のもと、経済、社会、環境の３

つの側面のバランスのとれた、持続可能なまちを目指します。 

都市としての快適さを保ちながら、社会に優しく環境に配慮した、未来につながるまちを様々な

パートナーシップで実現していきます。 
 

回答欄 

 

環境像案② 

「地域から地球へ みんなで未来に繋げていく 持続可能なまち 府中」 

：環境像案①と基本的な考え方は同じですが、未来の府中市、地球の環境をより意識した環境像

案です。住みやすい環境を守ってくれた人達がいることを意識し、将来の子どもたちのために今

から自分たちが環境を守っていく考えです。 

 

 

環境像案③ 

「人も自然もいきいきする環境都市・府中」 

：現行計画の環境像を継承するという考え方です。 

 

 

平成２６年に策定した「第2次府中市環境基本計画」においても、計画をイメージしやすく、かつ計

画のキャッチフレーズとなるように、目指すべき望ましい環境像を次のように定めていました。 

「人も自然もいきいきする環境都市・府中」 

全ての市民は、健康で安全かつ暮らしやすい生活を営む上で必要とされる、良好で快適な環境

を享受する権利を持ち、このような環境を確保し、将来の世代へ継承していく責務を有していま

す。このような認識に立つことで望ましい環境像の実現を目指し、市民・事業者・行政の各主体

の協働による豊かな環境の保全に努め、また、自然との共生、環境との調和を保ちつつ、持続的

発展が可能な循環型社会を築いていくという考えです。 
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環境に関する市民アンケート調査は以上になります。 

ご協力ありがとうございました。 


